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第
三
章

昭
和
前
期
の
社
会
科
教
育

昭
和
前
期
の
教
育
は
、
ま
ず
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
熟
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
「
一
部
イ
ン
テ
、
リ
層
の
自
己
満
足
」
（
山
下
徳
治
〉
と
批

判
さ
れ
が
ち
な
大
正
新
教
育
で
は
あ
る
が
、
そ
の
理
論
と
実
践
は
、
昭
和
初
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
運
動
を
通
じ
て
日
本
の
社
会
に
根
づ
い
て
い

く
。
し
か
し
そ
の
担
い
手
は
、
大
正
期
の
よ
う
に
教
育
研
究
者
や
中
央
附
属
学
校
の
教
師
で
は
な
く
、
地
方
教
育
実
際
家
で
あ
る
。
彼
ら
の
実
践

は
、
都
市
と
の
文
化
的
経
済
的
較
差
に
よ
り
疎
外
さ
れ
る
地
方
の
子
ど
も
た
ち
の
現
実
生
活
と
格
闘
す
る
過
程
に
お
い
て
、
新
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な

理
念
を
検
証
、
再
構
成
す
る
軌
跡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
初
期
と
い
う
歴
史
的
社
会
的
条
件
下
で
変
動
す
る
社
会
的
現
実
の
再
定
義
の
試
み
、
す

な
わ
ち
社
会
認
識
の
教
育
と
し
て
の
社
会
科
教
育
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
代
表
が
郷
土
教
育
運
動
な
ら
び
に
生
活
綴
方
運
動
で
あ
っ

た。
郷
土
教
育
運
動
は
固
定
教
科
書
に
よ
る
画
一
的
教
育
に
対
し
、
郷
土
・
地
域
に
即
し
た
教
育
の
ト
ー
タ
ル
な
改
革
を
、
あ
る
い
は
、
子
ど
も
の
日

常
を
構
成
す
る
郷
土
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
事
象
を
中
心
に
し
た
総
合
教
科
の
特
設
を
意
図
し
実
践
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
昭
和
五
年
（
一
九

三

O
年
〉
前
後
を
ピ
l
ク
に
約
十
年
間
に
及
ぶ
。
他
方
、
同
時
期
、
国
定
教
科
書
が
な
く
比
較
的
自
由
な
教
育
実
践
が
可
能
で
あ
っ
た
教
科
に
お
い

て
な
さ
れ
た
の
が
、
生
活
綴
方
運
動
で
あ
っ
た
。
運
動
は
大
正
期
の
生
命
主
義
生
活
主
義
に
基
づ
く
「
生
活
の
表
現
」
へ
の
志
向
性
と
、
赤
い
烏
運

動
に
よ
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
志
向
が
昭
和
初
期
と
い
う
「
現
実
生
活
」
に
当
面
し
た
と
き
成
立
し
た
。
そ
れ
は
「
日
々
の
生
活
事
実
」
を
つ
づ
る
と

い
う
教
育
が
、
単
な
る
表
現
の
技
術
で
は
な
く
、
生
活
認
識
能
力
の
育
成
や
生
活
自
体
の
指
導
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
昭
和
初
期
と
い
う
特
異
な
社
会
的
現
実
の
中
で
、
大
正
期
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
念
と
実
践
を
も
と
に
、
従
来
の
歴
史
教

育
と
地
理
教
育
か
ら
成
る
社
会
科
教
育
に
対
し
新
た
な
視
点
と
方
法
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
志
向
性
は
、
国
民
学
校
の
国
民
科
に
お

い
て
一
つ
の
結
実
を
得
る
。
国
民
科
の
歴
史
・
地
理
教
育
は
「
国
体
明
徴
」
と
戦
争
の
正
当
化
を
目
的
と
す
る
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
の
典
型

と
し
て
、
時
代
の
特
異
性
を
も
っ
と
も
顕
著
に
示
す
。
し
か
し
他
方
で
大
正
期
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
運
動
や
実
践
に
よ
り
積
み
上
げ
て
き
た
教

育
上
の
成
果
の
一
つ
の
結
果
で
あ
り
、
さ
き
の
こ
つ
の
運
動
と
同
様
新
た
な
社
会
科
教
育
へ
の
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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第
三
部

近
代
学
校
制
度
の
成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

時
代
背
景

第
一
次
大
戦
と
関
東
大
震
災
後
の
慢
性
的
不
況
感
、
昭
和
改
元
直
後
の
金
融
恐
慌

と
世
界
恐
慌
の
波
及
に
よ
る
農
村
恐
慌
、
他
方
第
一
回
普
通
選
挙
に
お
け
る
無
産
政

党
の
進
出
、
労
働
争
議
・
社
会
主
義
運
動
の
活
発
化
、
そ
れ
に
対
応
す
る
取
り
締
ま

り
と
弾
圧
の
強
化
、
教
育
界
に
お
け
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
浸
透
、
新
興
教
育
運
動
、

学
生
思
想
問
題
、
教
員
赤
化
事
件
、
国
体
明
徴
声
明
、
『
国
体
の
本
義
』
刊
行
、
そ

し
て
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
昭
和
三
年
満
州
某
重
大
事
件
、
同
六
年
満
州
事
変
、
同
七

年
五
・
一
五
事
件
、
同
十
一
年
ニ
・
二
六
事
件
、
さ
ら
に
同
十
二
年
産
溝
橋
で
の
日

中
両
軍
の
衡
突
か
ら
同
十
六
年
米
英
蘭
と
の
開
戦
へ
と
、
昭
和
前
期
（
昭
和
元
年
よ

り
敗
戦
ま
で
）
は
不
況
、
抵
抗
、
弾
圧
、
戦
争
と
要
約
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
ま
た
こ
の
時
期
を
特
色
づ
け
る
で
き
事
で
あ
る
。

ま
ず
昭
和
五

i
十
年
に
、
第
一
次
産
業
人
口
は
五
割
を
き
り
、
第
二
次
産
業
と
第

三
次
産
業
の
圏
内
純
生
産
の
和
は
八
割
を
超
え
て
い
た
。
大
正
十
四
年
に
試
験
放
送

を
開
始
し
た
ラ
ジ
オ
は
、
昭
和
七
年
に
聴
取
者
契
約
百
万
件
を
突
破
し
た
。
そ
の

他
、
改
造
社
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
に
始
ま
る
円
本
プ
！
ム
、
モ
ボ
・
モ
ガ
ハ
モ

ダ
ン
ポ
l
イ
、
モ
ダ
ン
ガ
l
ル
〉
の
流
行
、
寸
職
業
婦
人
L

の
増
加
、
中
上
流
階
級
の

洋
風
化
、
日
本
式
簡
易
実
用
洋
装
と
し
て
の
「
ア
ッ
パ
ッ
パ
」
の
普
及
、
『
少
年
倶

楽
部
』
や
『
子
供
の
科
学
』
、
童
謡
歌
手
の
レ
コ
ー
ド
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
と
大
資
本
に
よ
る
子
ど
も
文
化
の
近
代
化
・
商
品
化
、
こ
れ
ら
一
連
の

事
象
は
、
社
会
の
産
業
化
・
都
市
化
あ
る
い
は
近
代
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
期
に
歴
史
に
登
場
し
た
「
民
衆
」
が
よ
り
広

範
な
寸
大
衆
」
と
し
て
大
都
市
の
寸
街
頭
」
に
現
れ
、
彼
ら
を
担
い
手
と
す
る
新
し

い
文
化
と
彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
商
品
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
質
的
な
変
化
を

－ 

・4・

O
六

余
儀
な
く
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
都
市
文
化
が
エ
ロ
H
グ
ロ
日
ナ
ン
セ
ン
ス
と
評
さ
れ
た

昭
和
四
年
は
、
農
村
恐
慌
の
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
大

部
分
を
占
め
る
農
村
と
地
方
小
都
市
は
、
都
市
化
・
近
代
化
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
疎
外
感
が
、
後
に
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
質

と
し
て
の
農
本
主
義
的
思
想
」
（
丸
山
真
男
）
と
言
わ
れ
る
農
村
自
救
運
動
を
生
む
と

さ
れ
る
。
こ
こ
に
一
見
異
質
な
上
記
の
二
つ
の
事
象
が
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
地
方
小
都
市
も
含
め
た
農
村
と
中
央
大
都
市
と
の
文
化
的
経
済
的
較
差

は
、
他
方
で
、
都
市
の
新
中
間
層
と
い
う
根
な
し
草
的
生
活
を
基
盤
と
す
る
文
化

が
、
文
字
ど
お
り
地
方
の
土
に
根
ざ
し
た
生
活
に
よ
り
検
証
・
再
構
成
さ
れ
る
契
機

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
が
地
方
の
村
や
町
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
文
化
の
中
心

で
あ
る
学
校
を
舞
台
に
、
都
会
の
文
化
の
窓
口
で
あ
っ
た
教
師
に
よ
り
担
わ
れ
た
昭

和
初
期
の
教
育
運
動
で
あ
っ
た
。

郷
土
教
育
と
生
活
綴
方

昭
和
前
期
、
実
質
上
の
就
学
率
と
も
い
う
べ
き
義
務
教
育
通
学
率
ハ
毎
日
出
席
平

均
児
童
数
／
就
学
始
期
に
達
し
た
学
齢
児
童
）
は
ほ
ぼ
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
国
民
が
た
だ
就
学
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
六
か
年
の
問
、
学
校

と
い
う
世
界
を
経
験
す
る
時
代
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
家
庭
や
地

域
が
担
っ
て
い
た
子
ど
も
に
対
す
る
個
別
的
・
具
体
的
な
生
活
上
の
知
識
・
技
能
の

教
授
を
学
校
が
取
り
込
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
教
育
課
程
は
、
全
国
一
律
の
固
定
教
科
書
に
よ
り
国
家
の
必
要
と
す
る
知
識
を
一

方
的
に
教
授
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
た
。
他
方
、
社
会
の
産
業
化
は
教
育
機
関

を
人
材
吸
収
装
置
と
し
て
機
能
さ
せ
る
、
入
試
地
獄
の
到
来
で
あ
る
。



，、

こ
の
結
果
、
学
校
教
育
に
対
し
画
一
主
義
、
形
式
主
義
、
主
知
主
義
と
い
っ
た
批

判
や
、
生
活
化
、
作
業
化
、
具
体
化
、
実
際
化
な
ど
の
要
求
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
一
方
で
こ
の
よ
う
な
教
育
思
潮
を
背
景
に
、
他
方
あ
く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
現
実
を
見
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
既
成
の
教
科
の
ト
ー
タ
ル
な
改
革
、
も
し
く
は

新
教
科
の
創
立
を
意
図
し
実
施
さ
れ
た
の
が
郷
土
教
育
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
固
定
教

科
書
が
な
く
比
較
的
自
由
な
教
育
実
践
が
可
能
で
あ
っ
た
教
科
に
お
い
て
な
さ
れ
た

の
が
、
生
活
綴
方
の
運
動
で
あ
っ
た
。

（
一
）
郷
土
教
育
の
畳
一
隆

昭
和
二
年
、
文
部
省
は
各
附
属
小
学
校
と
各
府
県
に
お
い
て
郷
土
教
授
を
行
っ
て

い
る
小
学
校
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
項
目
か
ら
成
る
調
査
を
行
っ
た
。

付
特
二
時
間
ヲ
設
ケ
テ
郷
土
教
授
ヲ
ナ
ス
場
合
、
其
ノ
学
年
、
時
数
、
教
授
要
項
等
（
具

体
的
ノ
教
材
ヲ
添
付
ス
ル
コ
ト
）
。

ω教
授
時
間
外
ニ
於
テ
郷
土
愛
好
ノ
念
ヲ
養
成
ス
ル

為
ニ
施
設
セ
ル
事
項
ハ
郷
土
史
料
ノ
展
覧
、
校
外
教
授
、
年
中
行
事
等
〉
其
ノ
学
年
、
時

期
（
具
体
的
施
設
要
項
添
付
ノ
コ
ト
）
∞
郷
土
教
育
二
関
ス
ル
意
見
回
其
ノ
他
之
ニ

関
ス
ル
事
項

調
査
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
当
時
、

「
特
二
時
間
ヲ
設

ケ
テ
郷
土
教
授
ヲ
ナ
ス
」
学
校
が
あ
り
、
「
郷
土
愛
好
ノ
念
ヲ
養
成
ス
ル
」
施
設
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
を
分
析
し
た
飯
田
晃
三
は
、
「
教

授
上
郷
土
に
あ
る
具
体
的
事
実
を
引
用
し
て
地
方
に
関
係
を
有
す
る
事
項
が
出
て
来

た
時
に
詳
し
く
教
授
す
る
L

と
い
っ
た
意
味
で
は
「
郷
土
教
授
を
行
は
ぬ
小
学
校
は

な
い
」
と
す
る
も
の
の
、

「
そ
の
郷
土
を
系
統
的
に
且
つ
意
図
的
に
教
授
」
す
る
小

学
校
の
数
は
「
全
国
の
小
学
校
数
か
ら
見
て
少
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る

（
「
我
が
国
に
於
け
る
郷
土
教
育
の
発
達
」
『
教
育
思
潮
研
究
』
六
巻
一
号
、
昭
七
）
。

し
か
し
、
そ
の
後
特
に
昭
和
五
年
を
境
に
し
て
、
郷
土
教
育
へ
の
気
運
は
急
速
に

高
ま
っ
て
い
く
。
郷
土
教
育
に
関
す
る
著
書
や
実
践
録
が
あ
い
つ
い
で
出
版
さ
れ
、
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教
育
雑
誌
は
競
っ
て
郷
土
教
育
に
関
す
る
論
議
、
報
告
を
掲
載
し
た
。
例
え
ば
教
育

雑
誌
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
年
平
均
数
編
に
す
ぎ
な
か
っ
た
郷
土
教
育
に
関
す
る
論

説
が
、
昭
和
五
年
に
は
三
十
二
編
、
同
六
年
で
は
前
半
期
で
六
十
二
編
に
及
ん
だ
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
山
和
彦
は
、
当
時
の
郷
土
誌
史
の
刊
行
数
か
ら
、
こ
の

運
動
が
十
年
近
く
続
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
さ
き
の
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
文
部
省
の
積
極
的
な
指
導
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
郷
土
科
を
特
設
し
な
い
も
の
の
、
地
理
、
歴
史
、
修
身
、
国
語
、
あ

る
い
は
算
術
書
に
お
い
て
も
、
当
時
の
教
師
用
教
科
書
に
は
郷
土
を
考
慮
す
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
特
に
昭
和
五
年
、
師
範
学
校
に
対
し
郷
土
研
究
施
設
費
と
し

て
補
助
を
開
始
し
た
こ
と
が
、
郷
土
教
育
の
興
隆
の
弾
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
す

べ
て
が
文
部
省
の
主
導
に
お
い
て
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

文
部
省
以
外
の
郷
土
教
育
運
動
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
ず
郷
土
教
育
連
盟
が
あ
げ

ら
れ
る
。
連
盟
は
教
育
改
造
を
意
図
す
る
尾
高
豊
作
と
、
地
理
学
者
小
田
内
通
敏
が

中
心
に
な
り
、
昭
和
五
年
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
機
関
誌
『
郷
土
』
（
同
六
年
に
『
郷

土
科
学
』
、
同
七
年
に
『
郷
土
教
育
』
と
改
称
〉
を
中
心
に
出
版

・
啓
一
家
活
動
を
行
い
、

全
国
の
郷
土
教
育
実
践
者
の
中
心
機
関
と
し
て
郷
土
教
育
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
。

ま
た
、
か
つ
て
小
田
内
が
属
し
て
い
た
「
郷
土
会
」
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
柳
田
国

男
も
、
こ
の
時
期
、
郷
土
研
究
、
郷
土
史
、
郷
土
教
育
に
関
す
る
講
演
を
各
地
で
行

っ
て
い
る
。

郷
土
誌
史
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
正
半
ば
ご
ろ
か
ら
全
国
各
地
で
徐
々

に
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
郷
土
を
教
育
の
対
象
と
し
て
考
慮
す
る
実
践
は
、
明
治

期
の
地
理
教
授
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
「
郷
土
科
」
と
い
う
観

点
に
お
い
て
も
、
大
正
元
年
柳
田
・
小
田
内
ら
と
と
も
に
「
郷
土
会
L

の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
牧
口
常
三
郎
が
司
教
授
の
統
合
中
心
と
し
て
の
郷
土
科
研
究
』
を
公
刊
し
て

い
た
。
そ
の
他
「
教
育
の
郷
土
化
」
や
「
合
科
学
留
」
に
お
け
る
郷
土
教
育
の
必
要

三

O
七
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近
代
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成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

性
な
ど
、
大
正
期
、
郷
土
教
育
に
関
す
る
論
議
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理

論
的
・
実
践
的
蓄
積
が
あ
っ
た
た
め
、
官
民
を
関
わ
ず
、
昭
和
六
年
前
後
を
ピ

l
ク

に
同
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
全
国
に
郷
土
教
育
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
と
言
、
え
よ
う
。

他
方
、
こ
の
事
実
は
、
郷
土
教
育
運
動
が
単
一
の
主
義
主
張
に
基
づ
く
運
動
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
文
部
省
の
意
図
も
必
ず
し
も
一

貫
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
常
、
文
部
省
の
郷
土
教
育
振
興
の
意
図
は
、

農
村
恐
慌
へ
の
対
処
と
し
て
、
自
力
更
生
運
動
と
連
動
さ
せ
た
国
家
主
義
的
な
も
の

と
要
約
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
の
初
期
は
「
各
科
を
教
授
す
る
際
、
土
地

の
情
況
及
び
生
活
の
情
態
に
応
じ
、
児
童
の
日
常
経
験
せ
る
事
実
を
引
用
し
て
、
理

解
を
容
易
な
ら
し
め
、
且
児
童
の
日
常
生
活
に
適
切
な
ら
し
む
べ
し
」

q尋
常
小
学
修

身
書
教
師
用
』
緒
言
）
と
あ
る
よ
う
に
、
画
一
教
育
の
改
善
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
民
間
の
郷
土
教
育
連
盟
に
お
い
て
も
、
そ
の
機
関
誌
が
わ
ず

か
三
年
の
聞
に
『
郷
土
』
『
郷
土
科
学
』
『
郷
土
教
育
』
と
三
た
び
改
称
さ
れ
た
よ
う

に
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
の
郷
土
教
育
論
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
郷
土
教
育
は
後
に
郷
土
愛
か
ら
国
家
愛
へ
ど
国
民
精
神
作
興
の

流
れ
の
中
で
国
家
主
義
的
方
向
に
収
飲
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
運
動

の
前
期
（
昭
和
十
年
前
後
ま
で
〉
は
多
様
か
っ
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い

た
。
そ
し
て
社
会
科
教
育
上
の
意
義
は
そ
の
多
様
な
可
能
性
の
中
に
あ
る
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
理
念
と
実
践
の
社
会
科
教
育
史
上
の
意
義
の
考
察
は
、
特

定
の
立
場
や
個
別
歴
史
教
育
・
地
理
教
育
の
問
題
に
限
定
せ
ず
、
よ
り
ト
ー
タ
ル
な

観
点
か
ら
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
三
で
次
に
、
郷
土
教
育
運
動
が
も
っ
と
も
盛
ん
で

あ
っ
た
昭
和
七
年
、
郷
土
教
育
の
現
状
を
教
育
学
的
観
点
か
ら
サ
ー
ベ
イ
し
た
海

後
・
飯
田
・
伏
見
に
よ
る
二
つ
の
共
同
研
究
、
寸
我
が
国
に
於
け
る
郷
土
教
育
の
発

達
」
令
教
育
思
潮
研
究
』
六
巻
一
号
〉
な
ら
び
に
「
郷
土
教
育
に
関
す
る
調
査
」
ハ
同
書
ニ
号
〉

。
｝＼ 

の
枠
組
を
援
用
し
な
が
ら
概
観
し
て
い
き
た
い
。

（
ニ
〉
郷
土
教
育
と
社
会
科
教
育

海
後
は
歴
史
的
観
点
か
ら
郷
土
教
育
を
次
の
四
種
に
分
類
す
る
。

ω
近
く
よ
り
初
め
よ
の
主
義
に
よ
っ
て
現
は
れ
た
郷
土
地
誌

ω
是
に
直
観
教
授
の
意
味
が
加
は
り
、
郷
土
直
観
を
基
礎
と
す
る
地
理
、
歴
史
、
理
科
の

郷
土
教
育

ω
こ
の
直
観
教
授
に
よ
る
も
の
を
更
に
発
展
せ
し
め
た
郷
土
科
の
教
授

ω
画
一
主
義
に
反
対
し
て
地
方
の
実
状
に
適
応
し
た
教
育
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
郷
土
教
育

要
約
す
れ
ば
、

ωと
ωが
直
観
初
歩
教
授
、

ωが
総
合
教
科
と
し
て
の
特
設
郷
土

科、

ωが
教
育
の
郷
土
化
と
な
ろ
う
。
他
方
伏
見
は
、
「
現
今
に
於
け
る
我
国
の
郷

土
教
育
論
」
の
主
傾
向
を
三
種
あ
げ
る
。

客
観
的
実
質
的
な
郷
土
を
児
童
の
認
識
の
対
象
と
し
て
ゐ
る
も
の

客
観
的
実
質
的
な
郷
土
を
児
童
の
情
操
の
対
象
と
し
て
ゐ
る
も
の

主
観
的
体
験
的
な
郷
土
を
発
展
鉱
充
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
も
の

両
者
の
分
類
の
ず
れ
は
、
歴
史
上
と
現
在
と
い
う
相
違
に
加
え
、
海
後
が
教
授
方

法
あ
る
い
は
教
育
課
程
上
の
実
践
的
側
面
か
ら
分
類
し
た
の
に
対
し
、
伏
見
は
郷
土

観
と
そ
の
教
育
目
的
と
い
う
理
念
的
側
面
を
基
準
に
し
た
こ
と
か
ら
く
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
伏
見
の
分
類
枠
を
援
用
す
る
こ
と
か
ら
郷
土
教
育
の
理
念
を
烏

敵
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
典
型
は
峰
地
光
重
や
、
彼
を
は
じ
め

と
す
る
郷
土
教
育
連
盟
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
多
く
に
見
ら
れ
る
。

か
つ
て
児
童
の
村
小
学
校
で
活
躍
し
、
当
時
郷
里
の
鳥
取
県
上
灘
小
学
校
の
校
長

で
あ
っ
た
峰
地
は
、
『
新
郷
土
教
育
の
原
理
と
実
際
』
ハ
大
西
伍
一
と
の
共
著
、
昭
さ
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
に
郷
土
教
育
の
目
的
と
内
容
を
述
べ
る
。
ま
ず
彼
は
郷
土
を

客
観
的

l
主
知
主
義
的
郷
土
教
育
論



可
寸
生
活
に
密
接
に
相
関
す
る
自
然
乃
至
社
会
L

と
定
義
す
る
。
そ
し
て
従
来
の
郷
土

教
育
を
「
骨
董
い
ぢ
り
的
に
古
人
を
必
要
以
上
に
偉
大
化
し
た
り
、
風
光
を
強
ひ
て

美
化
し
て
風
船
玉
の
や
う
な
愛
国
心
を
鼓
吹
し
た
」
と
批
判
、
新
し
い
郷
土
教
育
は

「
特
殊
に
対
し
て
平
凡
な
も
の
を
本
則
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
内

容
を
提
示
す
る
。

郷
土
を
総
合
的
全
体
的
に
観
る
こ
と

常
態
的
の
郷
土
を
対
象
と
す
る
こ
と

文
明
批
判
的
精
神
で
郷
土
を
見
る
こ
と

郷
土
を
科
学
的
経
済
的
立
場
か
ら
見
る
こ
と

特
に
郷
土
の
科
学
的
研
究
、
す
な
わ
ち

ω地
理
学
的

ω史
学
的

ω民
族
学
的

な
研
究

・
調
査
を
重
視
、
加
え
て
そ
れ
を
教
師
の
み
で
な
く
児
童
が
実
践
す
る
こ
と

を
強
調
し
、

ω絵
画
、
製
図
、
手
工

ω文
章
に
よ
る
記
録

ω実
地
調
査
、
採

集
、
観
察

ω郷
土
座
談
会

ω統
計
・
数
学
的
調
査
な
ど
を
そ
の
方
法
と
し
て
提

示
す
る
。

他
方
、
郷
土
教
育
連
盟
も
同
様
に
「
宣
言
L

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
（
郷
土
教
育
連
盟
『
郷
土
』
創
刊
号
、
昭
五
〉

山
河
風
物
、
生
物
、
人
類
、
夫
々
の
郷
土
を
中
心
と
し
単
位
と
し
て
、
そ
こ
に
深
然

た
る
地
人
相
聞
の
新
生
命
が
見
出
さ
れ
る
と
き
、
我
々
の
学
問
の
基
礎
も
教
育
の
土
台

も
革
新
さ
れ
る
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
弦
に
始
め
て
諸
々
の
人
文
諸
科
学
並
に
自
然
諸

科
学
が
互
に
独
立
専
門
の
分
野
に
立
ち
な
が
ら
更
に
協
働
の
研
究
に
進
出
す
る
事
が
可

能
と
な
り
ま
せ
う
。
土
地
と
住
民
と
の
交
互
作
用
に
鋭
き
科
学
的
認
識
を
進
め
、
経
済

と
社
会
と
の
相
関
々
係
に
正
し
き
体
験
を
持
つ
為
め
に
、
「
郷
土
」
の
合
唱
が
高
ら
か
に

響
き
渡
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
の
実
際
化

・
地
方
化
の
理
念
の
下
、
地
方
生
活
者
の
立
場
に
お
い
て
児
童
が

自
己
を
取
り
巻
く
世
界
を
科
学
的
方
法
に
よ
り
調
査

・
研
究
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
実

体
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
郷
土
改
革
の
基
礎
と
す
る
こ
と
、
こ
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れ
が
こ
の
郷
土
教
育
論
の
意
図
で
あ
る
。
伏
見
は
、
こ
の
教
育
論
の
多
く
が
「
農
村

学
校
の
経
営
者
」
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
「
農
村
郷
土
の
振
興

の
為
に
は
ま
ず
そ
の
現
状
の
正
し
き
認
識
が
必
要
で
、
漠
然
た
る
郷
土
愛
に
よ
っ
て

は
一
村
振
興
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
代
表
は
真
野
常
雄
で
あ
る
。

真
野
は
郷
土
教
育
の
目
的
を
郷
土
の
自
然
現
象
や
文
化
事
象
（
客
観
的
郷
土
観
）

の
認
識
を
手
段
に
し
た
「
郷
土
の
社
会
的
関
係
を
感
情
的
に
把
握
せ
し
め
、
児
童
の

心
中
に
純
真
な
る
郷
土
愛
の
萌
芽
を
発
育
せ
し
む
る
こ
と
」
と
す
る

（
『
郷
土
教
育
の
実

客
観
的
｜
情
緒
的
教
土
教
育
論

際
的
研
究
』
、
昭
六）

郷
土
教
育
を
目
的
原
理
の
上
に
立
っ
て
眺
め
る
と
、
そ
れ
は
先
づ
よ
り
よ
き
郷
土
に

ま
で
の
教
育
な
り
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
よ
り
よ
き
郷
土
に
ま
で
の
教
育
と
は
郷

土
文
化
創
造
、
郷
土
産
業
の
開
発
等
に
向
つ
て
の
根
強
き
郷
土
意
識
啓
培
を
教
育
窮
径

の
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
今
日
の
郷
土
に
立
脚
し
て
明
日
の
郷
土
建
設
へ
の

郷
土
愛
の
党
醒
を
直
接
の
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
・
〈
『
郷
土
教
育
の
実
際
的
研
究
』
）

こ
の
よ
う
に
真
野
の
教
育
論
は
手
段
と
し
て
で
あ
れ
、
郷
土
の
認
識
の
必
要
性
を

説
き
、
そ
の
郷
土
も
「
我
等
の
幼
児
の
生
活
領
域
で
あ
り
生
活
環
境
」
と
い
う
限
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
郷
土
愛
」
も
「
明
日
の
郷
土
建
設
」
に
向
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
必
ず
し
も
反
主
知
主
義
や
国
家
主
義
に
一
方
的
に
結
び

付
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
真
野
の
実
践
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
戦
後

社
会
科
を
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
伏
見
は
客
観
的
情
緒
的
教
育
論
が
「
現
代
教
育
を
貫
く
反
主
知
主
義
的

傾
向
に
伴
ひ
各
方
面
に
力
強
く
支
持
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
情
緒
の
対
象
と
し
て
の
郷
土
の
範
囲
が
自
由
に
拡
大
さ
れ
「
郷
土
愛
も
亦
直
ち
に

祖
国
愛
に
ま
で
拡
大
さ
れ
得
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
次
に
記
す

文
部
省
社
会
教
育
官
金
井
浩
の
郷
土
教
育
観
で
あ
ろ
う
。
（
『
総
合
郷
土
教
草
原
伊
同
文
書

三
O
九
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な
ら
な
い
。

後
に
「
画
一
的
教
育
批
判
」
の
視
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば

こ
の
典
型
は
、
郷
土
教
育
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
大
正
新
教
育
の
実
践
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
合
科
教
授
」
（
木
下
竹
次
）
や
寸
全

体
教
育
」
ハ
北
沢
種
乙
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
木
下
は
児
童
の
生
活
を
重
視
す
る
経
験
主
義
教
育
の
立
場
か
ら
、
郷

土
に
お
け
る
「
児
童
の
経
験
」
を
中
心
に
合
科
教
授
を
実
践
し
た
。
ま
た
北
沢
は
郷

土
を
「
自
己
観
察
、
自
己
経
験
の
総
体
」
と
定
義
し
、
郷
土
教
育
の
意
義
は
郷
土
に

関
す
る
知
識
の
教
授
で
は
な
く
寸
教
育
を
郷
土
化
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
主
張
す

る
。
い
ず
れ
も
児
童
の
生
活
経
験
の
総
体
を
郷
土
の
実
質
的
意
味
と
と
ら
え
、
そ
の

意
味
で
の
郷
土
を
中
心

と
す
る
合
科
教
授
、
全

体
教
育
に
よ
り
、
児
童

の
経
験
と
生
活
を
拡
大

さ
せ
る
こ
と
を
郷
土
教

院
、
昭
六
）郷

土
は
国
家
の
縮
図
で
あ
り
事
実
其
の
有
機
的
関
係
に
於
け
る
部
分
で
あ
る
。
世
界
大

・
挟
後
ド
イ
ツ
は
も
と
よ
り
、
英
米
仏
共
に
所
謂
郷
土
教
育
運
動
が
蟻
烈
を
極
め
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
は
教
育
運
動
文
化
運
動
に
よ
っ
て
国
家
的
統
一
を
牽
固
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も

の
と
観
る
べ
き
で
あ
る
が
、
我
が
郷
土
教
育
も
亦
同
一
の
目
的
精
神
を
有
す
る
。
即
ち
郷

土
に
親
し
み
郷
土
を
愛
す
る
の
念
慮
を
喚
起
せ
し
む
こ
と
に
あ
る
。
｜
｜
郷
土
の
山
川
風

物
を
愛
慕
し
、
郷
土
の
先
賢
を
崇
敬
し
、
郷
土
の
繁
栄
を
希
ふ
こ
と
が
、
や
が
て
日
本
人

た
る
の
自
党
を
与
へ
て
愛
国
心
の
啓
培
と
な
り
、
国
家
愛
畿
の
真
精
神
を
涌
養
す
る
を
得

る
も
の
で
あ
る
。
ー
ー
か
く
の
如
く
郷
土
愛
は
国
家
愛
に
至
る
の
階
梯
で
あ
っ
て
、
同
時

に
人
類
愛
に
ま
で
拡
大
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

，
主
観
的

i
情
緒
的
郷
土
教
育
論

な
お
、
国
家
の
前
提
に
郷
土
を
置
く
と
い
う
こ
の
教
育
観
に
お
い
て
も
、
そ
の
背

郷
土
教
科
配
当
衰
の
例

月）

ンジ オカ ヒサノ イヤカ オ ノカ’ワ
lエ ダへ ロ，，.~ウシタ ウ ヴクタ

尋ノ JI,, コナジガヤ チ ジカク
ケ－ フe ウヤメマ ノ ヤウシ
イオ ナ ジヴ ン ヒ ウ

一ヵー ノ ン モ
ク

ー〆
ノ

角方 学校やうかじ じ出入 が片 私 矢のあ

どヴ の かく 山じ ども
回大ほ
尋

のほくゆ 川つひ

水iliゑゑん
し商うん σ3 It'こ
ん人ゑん し L、 きう 一んと ぷや r、、 ゑ 一

き ん ん

みt寸交地－ 寺松高 いる 場農 山z 春が第一 家 ん〈 花祭
重’田4齢~ 町ら二 のわ 尋

σ3 か の欠－し もん
益 σ3 物作 田だ 所ん し
と i也 川ん

やフ
悩 σ3 一

て ゑ

現追 及古名屋市 市病民院 lEひ 投桜拳山 覚王 岡 市内 家の周学校Jll 勢3也 のと 尋木つ山 の 職業 の
ft' - 通女． ｛笹立

グ） t.こ
凶

域区
『．，

と」

と 凶

市内
矢作川町 浪尾平野

市的市場内神富本武尊熱m日と 古儲雄六郎図愛知地勢闘県I固r 
氏神氏と
私共 我が
尋σ3 

の町内 属学校附小電力
平地 子 五

判所裁市内町 水道名古屋市奇怪所政北 豊臣氏 岡 尾娠議我が
織 問我
国 カ4

尋土市 氏 市

擦響岩と 下の上 町盤と

σ3 I也の σ3 グ〉

諸
動2蓄.. 武 革i合 昨，』、』

の奈良時代市氏岡物郷土同郷土所本市生人 尾張氏気産家同相統面図知愛県同 族組問我等我等

仏教納悦と の文のと 制象悦家計と ・ 般とのの
高
－一. 

実芸職軒業介~ 続業 的 戸の 郷家
，，圃句、

郷の土 F記念A 誕発 総 I勢断也 郷土
苦正』．，，

l首l愛知県庁討究織時代盟liiJ本iii向 ~I計l出J郷ニl：匝l級ulfiJ本司it刷新附｜道也生社会括3氏；；；1島崖大名t『1:出iの武のののの

の 政M・ 土地の 選学 的向 下水道上 公と 的 i尚

由自 変 と栄発
、ー’

五月期（四学第

育
の
目
的
と
し
て
い

る
。
周
知
の
よ
う
に
、

こ
の
ふ
た
り
の
実
践
は

戦
後
社
会
科
の
源
流
の

一
つ
と
さ
れ
る
。

他
方
、
小
川
は
、
教

育
上
の
郷
土
を
「
自
己

の
内
部
に
深
い
調
和
を

感
ず
る
に
至
っ
た
体
験

世
界
で
あ
り
、
従
っ
て



歴
史
的
、
社
会
的
の
価
値
感
情
を
中
心
と
す
る
も
の
」
と
定
義
し
、
郷
土
教
育
の
目

的
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
ハ
「
郷
土
教
育
論
」
『
岩
波
講
座
教
育
科
学
』
第
三
冊
、
岩
波

書
店
〉

吾
々
は
郷
土
教
育
を
以
て
、
体
験
教
授
に
依
っ
て
、
郷
土
の
社
会
的
生
活
を
よ
く
歴
史

的
、
文
化
的
に
把
捉
し
、
併
せ
て
文
そ
の
自
然
的
事
実
を
も
観
察
思
考
し
、
価
値
的
関
係
的

に
判
断
し
て
内
外
両
面
か
ら
郷
土
を
理
解
し
、
よ
く
郷
土
の
為
に
努
力
し
、
奉
仕
せ
ん
と
す

る
情
意
を
陶
冶
す
べ
し
と
す
る
も
の
で
、
即
ち
社
会
的
教
育
主
義
で
あ
り
、
文
人
格
的
、
公

民
的
教
育
主
義
で
あ
る
の
が
、
郷
土
教
育
本
来
の
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

や
や
主
観
性
に
偏
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
小
川
の
郷
土
教
育
観
は
従
来
の
歴
史
学

や
地
理
学
に
基
づ
く
社
会
科
教
育
に
対
し
て
、
社
会
関
係
の
総
体
と
い
う
社
会
的
人

間
観
に
基
づ
く
新
た
な
社
会
認
識
の
教
育
を
志
向
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

特
設
郷
土
科
さ
て
、
次
に
実
践
に
目
を
向
け
た
い
。
本
節
の
冒
頭
で
海
後
の

枠
組
み
を
も
と
に
郷
土
教
育
の
方
法
を

ω直
観
基
礎
教
授

ω総
合
教
科
と
し
て
の

特
設
郷
土
科

ω教
育
の
郷
土
化
に
分
類
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
昭
和
初
期
郷

土
教
育
の
特
色
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
の
社
会
科
と
も
つ
な
が
る
の
が

ωで
あ
る
。

各
学
年
郷
土
教
育
月
次
学
習
案

特
設
総
合
教
科
と
し
て
の
郷
土
科
は
、
児
童
の
日
常
を
構
成
す
る
郷
土
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
事
象
を
中
心
に
「
総
合
的
全
一
的
な
学
習
」
を
目
的
と
す
る
。
そ

こ
で
は
「
生
き
て
存
す
る
具
体
的
な
材
料
」
と
し
て
の
郷
土
の
事
象
が
一
定
の
規
準

の
下
に
「
教
材
配
当
表
L

を
用
い
て
各
学
年
に
配
置
さ
れ
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
学

習
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
代
表
例
が
真
野
が
指
導
す
る
愛
知
第
一
師
範
附
属
小
学
校
の

実
践
で
あ
る
。

ここでは尋常科一年は合科教授として二年次以上週一時間、高等科で

は週二時間の郷土科を特設する。そして教科は自然的、郷土地理的、郷

土史的、社会的の四種から成り、二、三年は自然、郷土地理、郷土史、

四年は郷土地理、郷土史、五年以上は社会の各教材を主内容としてい

る。「郷土教科配当表」の一部が前表である。

他方、，郷土教育連盟は教師と児童が協力して「郷土に於ける郷土人の

生活姿態」を過去現在にわたり調査研究することから、「郷土人の生き

る道を拓かう」という意図の下『郷土教育学習指導案』（昭七〉を出版し

た。それは総合教科としての郷土科の試みであり、一種の社会科教育指

導宗とし、戦後評価
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さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
上
表
は
そ
の
中
に

例
示
さ
れ
た
「
各
学
年

郷
土
教
育
月
次
学
習

案
」
で
あ
る
。

真
野
と
郷
土
教
育
連

盟
の
郷
土
教
育
観
は
、

上
述
し
た
よ
う
に
異
な

る
類
型
に
分
類
さ
れ

一ー一一
一
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第
三
部

近
代
学
校
制
度
の
成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

る
。
し
か
し
、
そ
の
配
当
表
と
学
習
案
を
比
較
す
る
に
、
少
な
く
と
も
郷
土
教
材
の

選
択
と
配
分
に
関
し
て
は
、
両
者
と
も
類
以
し
た
面
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ

、っ。

次
に
、
独
立
し
た
教
科
と
し
て
で
は
な
く
、
国
定
教
科
書
に

基
づ
く
画
一
的
教
育
に
対
し
郷
土
研
究
を
通
じ
地
域
に
即
し
た
教
育
を
行
お
う
と
す

る
郷
土
化
の
実
践
が
あ
る
。
そ
の
形
態
は
、
海
後
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
単
に
各
教
科

の
中
で
郷
土
に
関
係
す
る
事
項
を
強
調
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
ら
、
「
各
教
科
の

教
授
細
目
中
に
地
方
的
材
料
を
織
り
込
み
教
授
す
る
」
も
の
、
さ
ら
に
は
「
計
画
的

系
統
的
に
各
教
科
に
於
て
郷
土
化
案
を
作
成
し
て
教
授
す
る
」
と
い
う
も
の
な
ど
多

様
で
あ
る
が
、
郷
土
化
さ
れ
る
教
科
の
中
心
が
修
身
・
歴
史
・
地
理
で
あ
る
こ
と
は

共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
歴
史
で
は
、
国
史
科
の
教
材
中
特
に
関
係
あ
る
も
の
を
詳
し
く
教
授
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
郷
土
読
本
、
郷
土
史
談
、
郷
土
誌
な
ど
の
編
纂
と
そ
れ
を
用
い
て

の
郷
土
史
教
授
が
主
た
る
形
態
で
あ
る
。
ま
た
地
理
科
で
は
郷
土
地
理
自
体
の
教
授

を
目
的
と
す
る
も
の
と
、
地
理
教
材
を
郷
土
化
す
る
と
い
う
こ
つ
の
方
向
が
あ
り
、

前
者
は
郷
土
の
地
理
的
知
識
を
与
え
る
こ
と
と
地
理
科
教
授
に
入
る
予
備
段
階
と
す

る
も
の
に
分
か
れ
る
。
後
者
は
地
理
教
授
に
際
し
各
事
項
を
郷
土
と
関
係
さ
せ
て
説

明
し
、
郷
土
と
他
地
域
双
方
の
地
理
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
教
育
の
郷
土
化
は
、
具
体
的
な
方
法
と
い
う
よ
り
も
画
一
教
育
批
判
と

同
義
に
理
念
と
し
て
の
み
論
じ
ら
れ
や
す
く
、
そ
の
具
体
化
は
上
記
の
よ
う
な
各
教

科
の
郷
土
化
以
外
で
は
、
単
に
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
郷
土
施
設
や
教
材
を
利
用
す
る

に
す
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
。

郷
土
化
の
実
践

郷

土

読

本

郷

土

史

談

郷

土

地

理

書

郷

土

雑

誌

郷

土

室

郷

土

博

物

館

郷

土

修

養

会

郷

土

遠

足

郷

土

新

聞

郷

土

日

郷

土

学

芸

会

郷

土

展

覧

会

郷

土

遊

戯

郷

土

カ

ル

タ

郷

土

双

六

郷

土

神

社

参

拝

一ー一一一一

し
か
し
、
そ
の
中
に
も
滋
賀
県
島
尋
常
小
学
校
の
よ
う
に
、
学
校
を
「
ソ
l
シ
ャ

ル
・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
「
郷
土
の
教
育
化
」
を
目
ざ
す
実
践
も
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
お
く
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
郷
土
教
育
が
特
定
の
理
念
と
実
践
に
基
づ
く
運
動
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
昭
和
前
期
の
郷
土
教
育
運
動
と
は
、
少

な
く
と
も
そ
の
興
隆
過
程
に
注
目
す
る
限
り
、
郷
土
と
い
う
概
念
を
中
心
に
多
様
な

教
育
理
念
、
方
法
、
実
践
、
研
究
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
初
期
と
い
う

歴
史
的
社
会
的
変
動
期
に
因
す
る
危
機
意
識
の
克
服
の
方
途
を
、
世
界
の
秩
序
化
の

基
盤
で
あ
り
、
人
間
を
物
理
的
精
神
的
に
守
り
育
て
て
き
た
「
郷
土
」
の
再
構
築
に

求
め
た
、
多
様
な
立
場
か
ら
の
模
索
の
過
程
で
あ
っ
た
と
音
守
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
ま
さ
に
新
た
な
社
会
認
識
の
教
育
、
す
な
わ
ち
社
会
科
教
育
の
問
題
で
あ
っ

た。
従
来
郷
土
教
育
は
、
社
会
科
教
育
史
上
、
戦
後
社
会
科
の
先
駆
的
実
践
と
し
て
、

そ
れ
も
真
野
や
郷
土
教
育
連
盟
の
一
部
に
対
す
る
点
と
し
て
の
評
価
に
終
わ
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
意
義
を
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
単
に
戦
後
社
会
科
と

の
関
係
の
み
で
な
く
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
超
え
て
、
多
面
的
か
つ
独
自

の
社
会
認
識
の
教
育
の
試
行
と
し
て
社
会
科
教
育
史
上
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
同
様
の
こ
と
は
、
次
に
示
す
生
活
綴
方
運
動
に
も
当
て
は
ま
る
で

あ
ろ
う
。

。
ニ
〉
生
活
綴
方
運
動
の
成
立
と
広
が
り

郷
土
教
育
連
盟
が
－
結
成
さ
れ
る
こ
か
月
前
の
昭
和
五
年
九
月
、
志
垣
寛
の
「
文
園

社
」
を
脱
退
し
た
小
砂
丘
忠
義
他
九
名
は
次
の
よ
う
な
「
宣
言
」
を
発
表
、
そ
れ
を

再
出
発
し
た
『
綴
方
生
活
』
ハ
郷
土
社
〉
十
月
号
に
掲
載
し
た
。

宣

言

生
活
教
育
の
叫
ぱ
る
る
や
久
し
い
。
さ
れ
ど
現
実
の
教
育
に
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
生
活



＼ 
教
育
の
新
拓
野
で
あ
る
と
公
言
す
べ
き
一
つ
の
場
面
を
発
見
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

何
時
も
教
育
界
は
掛
声
だ
。
そ
こ
に
は
一
つ
の
現
実
を
リ
ー
ド
す
べ
き
原
則
な
く
、

人
の
現
実
を
生
き
切
る
べ
き
実
力
者
が
な
い
か
に
見
え
る
。
r

教
育
は
無
力
で
あ
る
か
。
果
し
て
教
育
は
無
力
で
あ
る
か
。
真
実
に
生
活
教
育
の
原
則

を
握
り
、
そ
の
実
現
力
と
し
て
の
技
術
を
練
る
の
道
、
こ
れ
こ
そ
若
き
日
本
教
育
家
の
な

す
べ
き
仕
事
中
の
仕
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
向
。

社
会
の
生
き
た
問
題
、
子
供
達
の
日
々
の
生
活
事
実
、
そ
れ
を
じ
っ
と
観
察
し
て
、
生

活
に
生
き
て
働
く
原
則
を
吾
も
掴
み
、
子
供
達
に
も
掴
ま
せ
る
。
本
当
な
自
治
生
活
の
樹

立
、
そ
れ
こ
そ
生
活
教
育
の
理
想
で
あ
り
又
方
法
で
あ
る
。

吾
々
同
人
は
、
綴
方
が
生
活
教
育
の
中
心
教
材
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
共
感
の
士
と
共

に
綴
方
教
育
を
中
心
と
し
て
、
生
活
教
育
の
原
則
と
そ
の
方
法
と
を
創
造
せ
ん
と
意
企
す

る
者
で
あ
る
。

昭
和
五
年
九
月

小
砂
丘
忠
義
峰
地

野
村
芳
兵
衛
立
野

上

田

庄

三

郎

門

脇

小
林
か
ね
よ
江
馬

中

島

喜

久

夫

崎

村

こ
れ
が
、
「
生
活
綴
方
の
成
立
時
期
」
と
さ
れ
る
「
綴
方
生
活
・
第
二
次
同
人
宣

言
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
活
綴
方
は
綴
方
と
い
う
教
科
が
国
語

教
育
の
枠
を
超
え
‘
生
活
教
育
と
い
う
全
体
性
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
成
立
し
た
。
そ
れ
は
「
日
々
の
生
活
事
実
」
を
綴
る
と
い
う
教
育
が
、
単
な
る
表

現
の
技
術
で
は
な
く
、
生
活
認
識
能
力
の
育
成
や
生
活
自
体
の
指
導
に
ま
で
及
ぶ
こ

と
を
意
味
し
た
。

同

義 英道光
郎泰鎮正重

人

と
こ
ろ
で
生
活
綴
方
の
端
初
は
、
明
治
期
の
範
文
、
文
型
、
修
辞
法
な
ど
、
形
式

的
な
文
章
表
現
技
術
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
綴
方
に
対
し
「
自
由
発
表
」
を
提
示
し
た

樋
口
勘
治
郎
の
『
統
治
主
義
新
教
授
法
』
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
大
正
期
、
芦
田
恵
之

助
の
「
随
意
選
題
」
に
よ
り
「
自
己
を
綴
る
」
と
い
う
「
自
由
選
題
」
主
張
が
重
要

第
三
編

各
教
科
・
領
域
の
変
遷
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社

な
布
石
と
な
る
。
ま
た
、
大
正
中
期
、
生
命
主
義
生
活
主
義
の
教
育
思
想
が
次
々
と

輸
入
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
の
下
、
田
上
新
吉
は
『
生
命
の
綴
方
教
授
』
を
著
し
、
綴

方
に
お
け
る
「
生
活
の
表
現
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
生
命
主
義
綴
方

を
書
く
た
め
に
は
「
生
活
の
指
導
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

他
方
、
同
時
期
、
鈴
木
三
重
吉
は
『
赤
い
烏
』
を
舞
台
に
、
文
芸
主
義
と
い
う
フ

ィ
ル
タ
ー
を
通
し
つ
つ
「
現
実
主
義
（
リ
ア
リ
ズ
ム
ど
に
基
づ
く
生
活
描
写
へ
の
志

向
を
各
地
に
根
づ
か
せ
て
い
た
。
こ
の
「
生
活
の
表
現
」
と
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
へ
の

志
向
性
が
、
昭
和
初
期
と
い
う
「
現
実
生
活
」
に
当
面
し
た
と
き
、
「
生
活
綴
方
」

が
成
立
す
る
。
あ
る
綴
方
教
師
は
こ
の
転
換
点
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。
（
滑
川
道

夫
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
』
国
土
社
、
昭
五
十
八
〉

は
じ
め
は
、
リ
ア
ル
な
「
生
活
の
表
現
」
を
め
ざ
し
て
指
導
す
る
う
ち
、
子
ど
も
の
現

実
生
活
が
、
エ
ン
ピ
ツ
の
跡
に
読
み
と
れ
て
く
る
。
そ
の
子
の
生
活
と
認
識
と
を
ど
う
し

た
ら
向
上
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
子
を
幸
福

に
し
て
や
る
こ
と
に
カ
を
か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

志
向
が
し
だ
い
に
わ
き
あ
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
教
育
者
と
し
て
ご
く
当
然
の
思
念
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
と
に
東
北
凶
作
地
帯
と
そ
の
影
響
下
の
子
ど
も
た
ち
の
綴
方
に
影
を
濃

く
書
き
こ
ま
れ
る
。
綴
方
と
い
う
「
生
活
の
表
現
」
が
リ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
斜
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
ご
く
し
ぜ
ん
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
運
動
は
、
志
垣
に
よ
る
『
綴
方
生
活
』
ハ
文
国
一
社
、
昭
四
）
創
刊
以
後
、

各
地
で
編
集
発
刊
さ
れ
た
地
方
研
究
誌
と
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
地
方
の
教
師
を
担
い

手
に
、
昭
和
十
年
前
後
に
か
け
て
大
き
く
広
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
代
表
が
、
同
五
年

二
月
、
次
の
「
宣
言
」
と
と
も
に
創
刊
さ
れ
た
『
北
方
教
育
』
と
そ
の
同
人
で
あ

る。
て
「
北
方
教
育
」
は
教
育
地
方
分
権
の
潮
流
に
依
っ
て
生
れ
た
北
方
的
環
境
に
根
抵
を
置

く
綴
方
教
育
研
究
雑
誌
で
あ
る
。

二
、
吾
々
は
方
法
上
の
観
念
的
な
概
論
や
空
説
を
棄
て
、
具
象
的
な
現
実
の
中
に
正
路
を
開

拓
す
る
事
を
使
命
と
す
る
。

一一一一一一一



第
三
部

近
代
学
校
制
度
の
成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

三
、
「
北
方
教
育
」
は
綴
方
教
育
の
み
な
ら
ず
児
童
の
芸
術
的
分
野
に
対
し
清
新
滋
潮
た
る

理
性
と
情
熱
と
を
以
て
開
拓
を
進
め
、
延
い
て
は
教
育
全
円
の
検
討
を
意
図
す
る
も
の
で

あ
る
。

北
方
と
い
う
地
方
性
を
基
盤
に
、
地
域
の
現
実
生
活
の
中
に
教
育
の
あ
る
べ
き
方

向
を
問
う
彼
ら
の
運
動
は
、
秋
田
県
か
ら
東
北
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の

他
、
宮
城
の
『
国
語
教
育
研
究
』
、
鳥
取
の
『
国
・
語
・
人
』
な
ど
数
多
く
の
同
人

誌
が
創
刊
さ
れ
、
生
活
綴
方
を
推
進
し
て
い
く
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
地
方
性
を
重
視
す
る
運
動
の
展
開
は
、
郷
土
教
育
と
同

様
、
そ
の
意
図
す
る
理
論
と
実
践
が
多
岐
に
別
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
次
同

人
の
ひ
と
り
で
あ
る
峰
地
は
、
よ
昼
一
貫
」
に
関
す
る
回
想
文
の
中
で
、
第
二
次
宣
言

が
同
人
間
の
統
一
さ
れ
た
意
見
で
な
い
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。
（
峰
地
光
重
ほ
か
『
学
習
指
導
の
あ
ゆ
み

作
文
教
育
』
東
洋
館
出
版
、
昭
三
十
ニ
）

こ
の
第
二
次
宣
言
も
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
そ
う
し
た
内
部
的
な
調
整
と
大
同
団
結
を
は

か
る
た
め
の
一
つ
の
動
き
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
内
部
が
一
本
に
ま
と
ま
っ
て
お

ら
ず
、
め
い
め
い
が
め
い
め
い
の
考
え
方
を
、
も
ち
よ
っ
て
集
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
か
え
っ
て
よ
い
結
果
を
生
ん
だ
．
小
砂
丘
、
上
回
は
そ
の
後
の
綴
方
に
階
級
意
識
を

と
り
入
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
し
、
野
村
は
野
村
で
、
せ
っ
せ
と
児
童
の
村
小
学
校
の

教
育
に
精
力
を
集
中
し
、
生
活
主
義
教
育
を
標
携
し
、
『
生
活
学
校
』
を
創
刊
し
た
。
峰

地
は
郷
県
鳥
取
に
帰
っ
て
、
郷
土
主
義
綴
方
、
な
ら
び
に
客
観
的
主
知
的
郷
土
教
育
論
を

構

築

し

生

産

教

育

を

実

施

し

た

。

，

彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
一
定
の
地
域
性
を
土
台
に
し
た
綴
方
と
生
活
教
育
の
結

合
と
い
う
理
念
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
理
論
と
実
践
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
理
念
を
実
践
に
移
す
多
様
な
模
索
の
過
程
で
、
一
つ
の
共
通
の
テ

l
マ
が
掲
げ
ら

れ
て
く
る
。
そ
れ
が
、
後
に
戦
後
の
社
会
科
を
準
備
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る

「
調
べ
る
綴
方
」
の
主
張
と
実
践
で
あ
っ
た
。

三
一
四

（
四
）
生
活
綴
方
と
社
会
科
教
育

昭
和
五
年
十
月
、
北
方
教
育
同
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
滑
川
道
雄
は
、
従
来
と
は
異

な
る
方
法
の
緩
方
の
授
業
を
試
み
た
。
滑
川
は
「
考
現
学
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
子
ど
も

た
ち
に
家
の
前
を
通
る
人
々
を
観
察
・
調
査
さ
せ
、
そ
の
統
計
的
処
理
や
考
察
を
綴

方
の
課
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
野
崎
安
子
の
綴
方
が
『
綴
方
読
本
』
第

六
十
三
号
〈
昭
六
・
一
月
号
〉
に
掲
載
さ
れ
た
。
門
脇
英
鎮
は
次
の
よ
う
に
批
評
す
る
。

こ
れ
を
読
む
と
、
野
崎
さ
ん
は
、
綴
方
を
い
ろ
／
＼
に
生
か
し
て
ゐ
ま
す
．
た

v
文
を

ゐ

か

は

う

ぬ

ん

書
く
と
云
ふ
だ
け
で
な
く
、
地
理
や
算
術
と
仲
よ
く
、
む
す
び
つ
け
て
、
い
ろ
ん
な
方
面

4
b
q
k
a
，
 

に
活
用
さ
せ
て
ゐ
ま
す
。
地
理
と
云
ふ
お
勉
強
は
、
た
Y
東
京
府
の
人
口
や
、
大
阪
府
の

大
き
さ
を
知
る
だ
け
の
お
勉
強
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
風
に
、
自
分
の
生
活
し
て
ゐ

と

ち

ゃ

う

す

L
ら

る
土
地
の
様
子
を
く
は
し
く
調
べ
る
の
が
、
一
番
大
切
な
の
で
す
。
又
、
算
術
は
、
た
Y

む
づ
か
し
い
応
用
問
題
を
と
い
た
り
、
大
き
な
数
を
割
っ
た
り
、
掛
け
た
り
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
の
生
活
の
ま
は
り
の
こ
と
を
、
は
っ
き
り
し
た
数
の
頭
で
み
て
、
考
へ
て
み

b
ち
ゐ
ん

る
お
勉
強
な
の
で
す
．
勿
論
、
理
科
や
、
歴
史
も
同
じ
こ
と
で
す
。
綴
方
も
、
た
Y
文
を

書
く
だ
け
の
お
勉
強
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
Y
の
文
と
し
て
は
、
ま
だ
こ
の
綴
方
は
書
き
表
し
様
の
た
り
な
い
処
や
、
五
年
に
し

て
は
、
さ
う
う
ま
い
と
は
去
へ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
文
の
ょ
い
と

〈
h
H
A
主
唱

こ
ろ
は
、
自
分
で
観
察
し
た
町
の
あ
り
さ
ま
を
、
自
分
な
り
の
考
へ
を
も
っ
て
み
て
ゐ

る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
こ
の
実
践
は
、
同
じ
く
滑
川
に
指
導
さ
れ
、
今
井
誉
次
郎
に
よ
っ
て
「
し

ら
べ
た
綴
方
L

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
「
私
の
家
」
と
と
も
に
、
全
国
的
な
反
響
を
呼

ぷ
他
方
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
実
践
が
行
わ
れ
た
時
期
、
ま
た
第
二
次
宣
言
が
掲
載
さ
れ

た
翌
月
で
も
あ
る
『
綴
方
生
活
』
十
一
月
号
の
巻
頭
言
は
、
綴
方
に
「
自
然
観
察
の

役
割
」
と
「
科
学
者
の
眼
」
が
必
要
な
こ
と
を
提
言
し
た
。
ま
た
千
葉
春
雄
は
同
号

で
、
文
芸
主
義
的
な
綴
方
に
代
わ
っ
て
、
「
実
用
的
・
科
学
的
」
な
「
自
然
観
察
」



．、．、
．‘．
 、
‘

・、

に
類
す
る
「
調
べ
る
綴
方
」
を
提
言
し
た
今
綴
り
方
の
小
さ
い
理
論
」
〉
。
さ
ら
に
、

翌
年
二
月
号
の
『
綴
方
生
活
』
で
は
、
峰
地
が
、
「
新
課
題
主
義
綴
方
を
提
唱
す
る
」

と
題
し
、
今
日
の
綴
方
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
児
童
と
綴
方
の
素
材
の
「
結
合
の
度

合
を
緊
密
に
す
る
方
策
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
条
件
を
満
た
す
「
新
課
題
主
義
」

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

V

旧
課
題
主
義
的
取
扱
は
、
児
童
の
生
活
傾
向
に
無
関
係
に
、
只
課
題
し
て
ゐ
た
に
す
ぎ

な
い
。
新
課
題
主
義
の
そ
れ
は
、
児
童
の
取
材
傾
向
を
調
査
し
、
そ
れ
に
適
応
し
て
、
課

題
す
る
。
故
に
新
課
題
主
義
は
常
に
動
的
で
あ
る
。

V

旧
課
題
主
義
は
概
念
的
で
あ
っ
た
が
、
新
課
題
主
義
は
極
め
て
分
析
的
、
具
体
的
で
、

題
材
と
作
者
の
関
係
を
密
着
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
一
面
児
童
の
自
由
創
造
の
精

神
を
尊
重
す
る
。

V

旧
課
題
主
義
は
児
童
の
興
味
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
が
、
新
課
題
主
義
に
於
て

は
、
大
に
そ
の
興
味
に
関
心
す
る
。
而
も
そ
の
関
心
す
る
興
味
は
極
め
て
意
志
的
な
も
の

で
あ
る
。

V

旧
課
題
主
義
は
風
月
を
友
と
す
る
が
如
き
老
人
趣
味
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
又
は
理
論

か
ら
天
降
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
課
題
主
義
は
実
際
生
活
を
基
本
と
し
、
大
に
社
会

的
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
児
童
の
生
活
自
身
に
つ
い
て
深
刻
に
考
へ
さ
せ
る

こ
と
を
大
に
企
図
す
る
も
の
だ
。

ま
た
滑
川
は
、
「
科
学
性
と
集
団
性
L

を
強
調
し
た
実
践
と
し
て
寸
新
聞
紙
の
研

究
」
を
新
た
に
試
み
、
『
綴
方
生
活
』
に
発
表
し
た
。
彼
は
そ
の
中
で
新
聞
紙
を
素

材
に
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
大
要
次
の
七
点
を
あ
げ
る
〈
同
誌
第
三
巻
七
・
九
・
十
月
号
、

昭六）。ω
社
会
的
関
心
の
要
請
（
児
童
に
社
会
的
関
心
を
強
調
し
社
会
認
識
の
萌
芽
を
生
成
さ
せ

る。〉
ω
科
学
的
見
地
（
科
学
的
表
現
の
練
成
）

ω
教
科
総
合
の
見
地
並
に
他
教
科
と
の
連
絡

ω
郷
土
教
育
の
見
地
ハ
生
活
に
密
着
し
た
郷
土
教
育
）
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労
作
教
育
の
観
点
〈
複
雑
な
調
査
研
究
の
協
働
作
業
）

劣
等
指
導
の
観
点
〈
劣
等
児
に
も
役
割
を
与
え
集
団
の
中
に
生
か
す
〉

考
現
学
的
観
点

新
課
題
主
義
、
集
団
主
義
、
調
べ
た
綴
方
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
異
な
る
が
、
児
童
の

興
味
関
心
の
重
視
、
身
近
な
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
対
象
と
す
る
こ
と
、

科
学
的
方
法
を
中
心
に
児
童
自
身
が
意
図
的
・
計
画
的
に
調
査
研
究
す
る
こ
と
な

ど
、
そ
の
意
図
す
る
も
の
は
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
砂
丘
が
「
自
然
発
生
的

な
綴
方
か
ら
目
的
意
識
の
綴
方
へ
、
即
興
的
な
綴
方
か
ら
計
画
的
な
綴
方
へ
、
そ
の

場
き
り
の
思
ひ
っ
き
綴
方
か
ら
継
続
的
努
力
的
な
綴
り
方
へ
等
々
、
新
し
く
綴
方
に

自
覚
を
与
え
た
」

q
綴
方
生
活
』
昭
九
・
九
月
号
〉
と
要
約
・
評
価
す
る
よ
う
に
、
綴
方

は
こ
の
よ
う
な
「
調
べ
る
綴
方
」
と
総
称
さ
れ
る
運
動
を
通
し
て
、
初
め
て
生
活
全

体
を
対
象
と
す
る
教
育
と
し
て
実
践
的
に
脱
皮
し
て
い
く
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
生
活
綴
方
が
昭
和
初
期
と
い
う
歴
史
的
社
会
的
条
件
の
下

で
の
社
会
科
教
育
の
機
能
を
事
実
上
担
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
き
の
共
通
項
は
、

明
ら
か
に
社
会
認
識
の
新
た
な
方
法
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
形
式
的
に
は

共
通
す
る
も
の
の
、
具
体
的
に
対
象
と
す
る
生
活
世
界
、
科
学
観
、
最
終
日
的
な

ど
、
先
述
し
た
よ
う
に
多
岐
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
郷
土
教
育
と
同
様
、
生
活
綴

方
も
ま
た
多
様
な
ま
ま
に
、
全
体
と
し
て
新
た
な
、
そ
し
て
独
自
の
社
会
科
教
育
の

模
索
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
生
活
綴
方
は
、
そ
の
後
「
調
べ
る
綴
方
」
の
志
向
性
を
さ
ら
に
徹
底
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
綴
方
と
い
う
枠
を
も
超
え
た
新
た
な
展
開
を
試
み
よ
う
と
す

る
。
だ
が
、
そ
の
可
能
性
の
芽
は
昭
和
十
五
年
山
形
の
村
山
俊
太
郎
の
検
挙
に
始
ま

り
、
同
十
九
年
教
育
科
学
研
究
会
会
長
の
城
戸
幡
太
郎
の
検
挙
に
及
ぶ
寸
生
活
主
義

教
育
運
動
事
件
」
に
よ
り
摘
み
取
ら
れ
て
い
く
。
他
方
郷
土
教
育
も
、
戦
時
経
済
が

明
確
に
な
る
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
郷
土
観
教
育
観
は
一
元
化
さ
れ
、
さ
ら
に
同
十
六
年

三
一
五
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第
三
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近
代
学
校
制
度
の
成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

誕
生
し
た
国
民
科
の
中
に
吸
収
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
昭
和
初
期

に
郷
土
教
育
や
生
活
綴
方
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た
新
た
な
社
会
科
教
育
の
可
能
性

の
、
一
つ
の
実
現
で
も
あ
っ
た
。

g

国
民
’
教
育
と
し
て
の
歴
史
教
育
・
地
理
教
育

歴
史
・
地
理
固
定
教
科
書
修
正
か
ら
国
民
科
の
創
設
へ

昭
和
初
期
、
小
学
校
で
の
歴
史
教
育
・
地
理
教
育
は
、
と
も
に
大
正
中
期
以
来
の

第
三
期
国
定
教
科
書
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
歴
史
は
上
が
大
正
十
年
度
、
下
が

同
十
一
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
た
『
尋
常
小
学
園
史
』
、
地
理
は
一
が
同
七
年
度
、
二

が
同
八
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
た
『
尋
常
小
学
地
理
書
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
っ
と

も
長
く
使
用
さ
れ
る
固
定
教
科
書
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
も
昭
和
十
年
前
後

か
ら
国
民
学
校
用
が
新
編
纂
さ
れ
る
短
期
間
に
、
二
度
に
わ
た
る
修
正
を
受
け
る
。

ま
ず
「
満
州
事
変
」
ハ
昭
七
〉
以
後
の
時
代
の
推
移
に
伴
い
最
初
の
修
正
が
ハ
第
四

期
国
定
教
科
書
〉
、
次
い
で
「
支
那
事
変
」
（
昭
十
二
〉
後
の
時
勢
の
変
化
に
即
応
し
二

度
目
の
修
正
ハ
第
五
期
固
定
教
科
書
〉
が
行
わ
れ
る
。
後
者
は
国
民
学
校
制
度
の
実
施

が
決
定
し
、
新
教
科
書
の
編
集
が
開
始
さ
れ
た
後
の
修
正
で
あ
っ
た
白
そ
れ
ぞ
れ
の

書
名
・
発
行
年
度
・
特
色
を
ま
と
め
た
の
が
下
表
で
あ
る
。

後
の
国
民
科
の
教
科
書
も
含
め
、
相
次
ぐ
修
正
は
、
教
育
の
戦
時
体
制
化
の
急
速

な
進
行
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
思
想
的
課
題
で
あ
る
「
教
学
の
刷
新
」
「
国
体
の

明
徴
」
を
核
に
し
た
国
民
思
想
の
形
成
に
歴
史
・
地
理
教
育
が
強
く
関
係
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
同
時
に
、
こ
の
修
正
の
内
容
に
寸
口
語
文
体
化
」
を
代
表

と
し
て
大
正
期
以
来
の
教
育
改
革
の
流
れ
の
影
響
が
存
在
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
あ
る
意
味
で
矛
盾
す
る
こ
の
こ
つ
の
志
向
性
は
、
後
の
国
民
科
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
。

〈

一

）
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と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
の
教
育
へ
の
影
響
は
満
州
事
変
以
後
徐
々
に
増
大

し
、
昭
和
十
二
年
を
境
に
戦
時
体
制
化
は
明
確
に
な
る
が
、
そ
の
中
心
が
同
年
十
二

月
「
我
国
教
育
内
容
及
制
度
ノ
刷
新
振
興
ニ
関
シ
実
施
ス
ベ
キ
方
策
如
何
」
を
諮
問

第
一
号
と
す
る
寸
教
育
審
議
会
」
の
設
置
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
十
三
年
十
二
月
、

審
議
会
が
決
定
し
た
「
国
民
学
校
、
師
範
学
校
及
幼
稚
園
ニ
関
ス
ル
件
答
申
」
に
基

づ
き
、
小
学
校
令
の
改
正
と
し
て
の
国
民
学
校
令
と
そ
の
施
行
規
則
が
同
十
六
年
三

月
に
公
布
さ
れ
、
四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
小
学
校
に
代
わ
る
「
皇
国
民
錬

成
」
を
目
的
と
す
る
「
国
民
学
校
」
の
成
立
で
あ
る
。

国
民
学
校
令
第
一
条
は
「
国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施

シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
目
的
達
成
の
た

め
「
特
に
国
体
の
精
華
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
精
神
を
涌
養
し
、
皇
国
の
使
命
を
自



党
せ
し
め
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
民
科
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
国
民
学

校
令
施
行
規
則
第
二
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

国
民
科
ハ
我
ガ
国
ノ
道
徳
、
言
語
、
歴
史
、
国
土
国
勢
ニ
付
テ
習
徳
セ
シ
メ
特
ニ
国
体

ノ
精
華
ヲ
明
ニ
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
通
養
シ
皇
国
ノ
使
命
を
自
党
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
旨
ト
ス
／

皇
国
ニ
生
レ
タ
ル
喜
ヲ
感
ゼ
シ
メ
敬
神
奉
公
ノ
真
義
ヲ
体
得
セ
シ
ム
ベ
シ
／
我
ガ
国
ノ
歴

史
、
国
土
ガ
優
秀
ナ
ル
国
民
性
ヲ
育
成
シ
タ
ル
所
以
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
我
ガ
国
文
化

ノ
特
質
ヲ
明
ニ
シ
テ
其
ノ
創
造
発
展
ニ
カ
ム
ル
ノ
精
神
ヲ
養
フ
ベ
シ
／
他
教
科
ト
相
候
チ

テ
、
政
治
、
経
済
、
国
防
、
海
洋
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
教
授
ニ
留
意
ス
ベ
シ

そ
し
て
国
民
科
は
、
そ
の
目
的
ゆ
え
に
修
身
、
国
語
、
国
史
、
地
理
の
四
つ
に

「
分
化
」
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教

材
の
配
列
の
基
準
を
次
の
よ
う
に
提
示
す
る
。
〈
「
国
民
科
指
導
の
精
神
」
『
国
民
科
各
教
師
用

書
総
説
』
所
収
）

国
民
学
校
に
於
い
て
は
、
教
材
を
児
童
心
身
の
発
達
に
即
せ
し
め
、
そ
の
生
活
の
実
際

並
び
に
生
活
環
境
と
照
応
せ
し
め
な
が
ら
、
段
階
を
追
う
て
進
む
も
の
で
あ
る
。
即
ち
教

科
書
は
教
材
主
選
し
つ
つ
、
左
の
四
期
に
わ
た
っ
て
発
生
的
に
組
織
・

2・

こ
れ
か
ら
も
国
民
科
に
さ
き
の
こ
つ
の
志
向
性
が
結
接
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
歴
史
・
地
理
教
育
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
代
表
が
「
郷
土

の
観
察
」
を
第
四
学
年
に
週
一
時
間
特
設
し
、
「
郷
土
を
国
史
・
地
理
未
分
化
の
立

場
か
ら
実
地
に
観
察
さ
せ
郷
土
愛
の
精
神
に
培
ふ
と
と
も
に
、
国
史
・
地
理
学
習
の

基
礎
」
ハ
前
掲
書
〉
と
す
る
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
国
民
科
国
史
、
国
民
科
地
理
、
そ
し
て
郷
土
の
観
察
の
特
色
を
概

観
し
て
い
き
た
い
。

（
ニ
〉
国
民
科
に
お
け
る
歴
史
教
育
・
地
理
教
育

国
民
科
国
史
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

国
民
科
国
史
ハ
我
ガ
国
ノ
歴
史
ニ
付
テ
其
ノ
大
要
ヲ
会
得
セ
シ
メ
皇
国
ノ
歴
史
的
使
命

ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
／
初
等
科
ニ
於
テ
ハ
肇
国
ノ
宏
退
、
皇
統
ノ
無
窮
、
歴
代
天

皇
ノ
鴻
業
、
忠
良
賢
哲
ノ
事
蹟
、
挙
国
奉
公
ノ
史
実
等
ニ
即
シ
テ
皇
国
発
展
ノ
跡
ヲ
知
ラ
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シ
ム
ベ
シ
／
高
等
科
ニ
於
テ
ハ
前
項
ノ
旨
趣
ヲ
拡
メ
国
運
ノ
隆
昌
、
文
化
ノ
発
展
ガ
壌
国

ノ
精
神
ノ
顕
現
ナ
ル
所
以
ヲ
会
得
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
諸
外
国
ト
ノ
歴
史
的
関
係
ヲ
明
ナ
ラ

シ
ム
ベ
シ
／
国
史
ノ
時
代
的
様
相
ニ
留
意
シ
テ
一
貫
セ
ル
壌
国
ノ
精
神
ヲ
具
体
的
ニ
感
得

把
握
セ
シ
ム
ベ
シ
／
郷
土
ニ
関
係
深
キ
史
実
ハ
国
史
ト
ノ
関
聯
ニ
留
意
シ
テ
授
ク
ベ
シ
／

年
表
、
時
代
表
、
地
図
、
標
本
、
絵
画
、
映
画
等
ヲ
利
用
シ
テ
具
体
的
直
観
的
ニ
習
得
セ

シ
ム
ベ
シ
（
国
民
学
校
令
施
行
規
則
第
五
条
〉

「
皇
国
ノ
歴
史
的
使
命
」
寸
皇
統
ノ
無
窮
」
「
挙
国
奉
公
ノ
史
実
」
「
一
貫
セ
ル
肇
国

の
精
神
」
な
ど
の
概
念
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
四
期
固
定
教
科
書
以
後
顕
著
に

な
っ
た
「
国
体
明
徴
」
と
戦
争
遂
行
の
正
当
化
を
意
図
し
た
国
民
教
育
と
し
て
の
歴

史
教
育
の
結
実
と
し
て
、
国
民
科
国
史
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

他
方
、
「
具
体
的
ニ
感
得
把
握
セ
シ
ム
ベ
シ
」
「
郷
土
ニ
関
係
深
キ
史
実
ハ
：
：
：
」

あ
る
い
は
年
表
に
始
ま
り
映
画
を
も
使
用
し
て
「
具
体
的
直
感
的
ニ
習
得
セ
シ
ム
ベ

シ
」
な
ど
に
、
も
う
一
つ
の
涜
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
科
書
に
お
い
て
も
、
ま
ず
教
材
の
基
準
と
し
て
「
内
に
大
義
名
分
を
明
ら
か
に

し
、
外
に
海
外
発
展
の
気
宇
を
盛
ん
な
ら
し
め
る
」
こ
と
を
二
大
眼
目
に
、
次
の
七

項
目
を
提
示
す
る
。
（
『
初
等
科
国
史
・
上
・
教
師
用
』
総
説
）

ω歴
代
天
皇
の
御
高
徳
・
御
鴻
業
を
景
仰
し
奉
る
伺
尊
皇
敬
神
の
事
歴
を
顕
彰
す
る

付
神
国
意
識
の
伝
統
を
闇
明
す
る
伺
海
外
発
展
の
壮
図
を
特
筆
す
る

ω国
防
施
設
の

沿
革
を
摘
録
す
る
付
尚
武
興
学
の
美
風
を
宣
揚
す
る

ω工
夫
創
造
の
素
質
を
究
明
す

る
例
大
東
亜
建
設
の
由
来
を
た
づ
ね
る

他
方
、
そ
の
表
現
は
「
児
童
心
身
の
発
達
に
即
応
」
さ
せ
る
た
め
「
史
実
の
解
釈

を
漸
進
的
に
精
密
」
に
し
、
「
史
話
か
ら
史
説
」
「
史
的
感
動
か
ら
史
的
理
会
へ
」
と

進
ま
せ
る
べ
く
「
読
み
」
を
重
視
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
臣
子
の
分
際

に
あ
る
民
草
を
、
大
君
と
同
列
」
に
は
掲
げ
ら
れ
な
い
と
の
理
由
で
は
あ
る
が
、
従

来
の
人
物
中
心
か
ら
成
る
項
目
精
成
を
改
め
、
新
た
に
「
国
史
独
自
の
体
系
」
を
意

図
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
「
敬
体
口
語
の
採
用
」
「
持
函
の
一
新
」
な

三
一
七

〆
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第
三
部

近
代
学
校
制
度
の
成
立
・
発
展
と
教
科
教
育

ど
、
「
児
童
を
し
て
親
し
み
易
か
ら
し
め
る
」
た
め
の
く
ふ
う
が
な
さ
れ
て
い
る
－

こ
の
よ
う
な
歴
史
教
育
の
特
色
に
対
し
、
地
理
教
育
は
ど
う
か
。

国
民
科
地
理
ハ
我
ガ
国
土
国
勢
及
諸
外
国
ノ
情
勢
ニ
付
テ
其
ノ
大
要
ヲ
会
得
セ
シ
メ
国

土
愛
護
ノ
精
神
ヲ
養
ヒ
東
亜
及
世
界
ニ
於
ケ
ル
皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト

ス
／
初
等
科
ニ
於
テ
ハ
郷
土
ノ
観
察
ヨ
リ
始
メ
我
国
土
及
東
亜
ヲ
中
心
ト
ス
ル
地
理
ノ
大

要
ヲ
授
ケ
、
我
ガ
国
土
ヲ
正
シ
ク
認
識
セ
シ
ム
ペ
シ
／
高
等
科
ニ
於
テ
ハ
世
界
地
理
及
我

ガ
国
勢
ノ
大
要
ヲ
授
ク
ベ
シ
／
自
然
ト
生
活
ト
ノ
関
係
ヲ
具
体
的
ニ
考
察
セ
シ
メ
特
ニ
我

ガ
国
民
生
活
ノ
特
質
ヲ
明
ナ
ラ
シ
ム
ベ
シ
／
郷
土
ノ
観
察
ハ
国
史
、
理
数
科
等
ト
相
侠
チ

テ
統
一
ア
ル
指
導
ヲ
為
ス
ベ
シ
／
簡
易
ナ
ル
見
取
図
、
模
型
ノ
製
作
等
適
当
ナ
ル
地
理
的

作
業
ヲ
諜
ス
ベ
シ
／
地
図
、
模
型
、
図
表
、
標
本
、
写
真
、
絵
画
、
映
画
等
ヲ
利
用
シ
テ

具
体
的
直
観
的
ニ
習
得
セ
シ
ム
ベ
シ
／
読
図
力
ノ
養
成
ニ
カ
メ
遠
足
、
旅
行
其
ノ
他
適
当

ナ
ル
機
会
ニ
之
ガ
実
地
指
導
ヲ
為
ス
ベ
シ
ハ
国
民
学
校
令
施
行
規
則
第
六
条
〉

最
初
の
「
国
家
愛
護
ノ
精
神
：
：
：
皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
」
と
の
規
則
に
、

国
史
と
と
も
に
「
皇
国
民
錬
成
」
を
意
図
す
る
国
民
科
地
理
の
特
性
が
表
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
他
の
項
目
は
、
郷
土
観
察
重
視
、
地
人
相
関
的
地
理
観
、
総
合
性

志
向
、
作
業
化
、
直
観
化
、
実
践
能
力
の
育
成
な
ど
、
か
な
り
合
理
的
側
面
の
強
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

教
科
書
に
お
い
て
は
、
一
方
で
「
わ
が
国
は
、
海
に
陸
に
の
び
て
行
く
使
命
を
は

た
す
に
ふ
さ
は
し
い
位
置
を
や
め
：
：
：
ま
こ
と
に
神
の
生
み
給
う
た
国
で
あ
る
こ
と

を
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
J
『
初
等
科
地
理
上
』
と
の
叙
述
か
ら
始
ま

る
よ
う
に
、
自
然
・
人
文
地
理
学
的
叙
述
が
後
退
し
「
国
土
の
優
秀
性
」
が
強
調
さ

れ
る
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
さ
き
の
学
習
方
法
上
の
合
理
性
、
「
で
す
」
調
の
表

現
、
そ
し
て
「
帝
都
の
あ
る
関
東
平
野
」
か
ら
幹
線
鉄
道
に
よ
り
子
ど
も
が
各
地
を

観
察
す
る
構
成
な
ど
、
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
大
の
特
色
が
「
郷
土
の
観
察
」
の
特
設
で
あ
る
。
「
国
民
科
『
郷
土

の
観
察
』
指
導
の
精
神
」
〈
『
郷
土
の
観
察
・
教
師
用
』
総
説
〉
に
は
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ

/ 

二
八

て
い
る
。

ま
ず
、
「
郷
土
愛
の
啓
培
は
国
土
愛
護
の
精
神
に
拡
張
せ
ら
れ
、
皇
国
の
使
命
の

自
覚
に
昂
揚
せ
ら
れ
る
も
の
」
と
の
意
義
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
そ
の
主
体
は
郷
土

の
直
観
的
・
作
業
的
な
実
地
観
察
に
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
児
童
用
書
の
必

要
を
認
め
ず
、
教
師
用
書
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も
郷
土
の
実
情
に
即
し
「
教
材
を
適

当
に
取
捨
し
、
補
充
し
、
総
合
し
、
ま
た
配
列
の
順
序
を
変
更
」
す
る
こ
と
を
強
調

す
る
。
そ
し
て
そ
の
指
導
方
針
と
し
て
、
次
の
六
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

付
事
象
を
実
際
に
観
察
し
、
考
察
処
理
す
る
態
度
に
導
く
こ
と

ω
事
象
を
関
係
的
に
観
察
す
る
や
う
に
導
く
こ
と

∞
作
業
を
重
視
す
る
こ
と

ω
児
童
心
身
の
発
達
に
即
応
し
て
程
度
を
考
臆
す
る
こ
と

ω
国
防
に
関
す
る
指
導
に
考
慮
す
る
こ
と

的
他
科
目
・
他
教
科
と
密
接
な
る
連
絡
の
も
と
に
指
導
す
る
こ
と

倍
以
外
は
、
前
節
に
て
概
観
し
た
郷
土
教
育
運
動
の
一
つ
の
結
果
で
あ
る
と
み
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

国
民
科
に
お
け
る
歴
史
・
地
理
教
育
は
、
以
上
の
よ
う
に
一
方
で
国
家
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
装
置
の
典
型
と
し
て
時
代
の
特
異
性
を
も
っ
と
も
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
だ

が
、
他
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
運
動
や
教
育
実
践
の
試
行
に
よ
り
積
み
上
げ
て
き
た

教
育
上
の
成
果
の
一
つ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
郷
土
教
育
や
生

活
綴
方
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
新
た
な
社
会
科
教
育
へ
の
可
能
性
を
は
ら
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
郷
土
教
育
を
一
元
化
し
、
生
活
綴
方
の
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
に
よ
り
国

民
科
を
創
設
さ
せ
た
戦
時
教
育
体
制
は
、
そ
の
強
化
と
と
も
に
国
民
科
の
可
能
性
を

も
否
定
し
て
い
く
。
そ
し
て
国
民
科
は
敗
戦
を
ま
た
ず
し
て
実
質
的
に
解
体
し
、
そ

の
可
能
性
は
戦
後
の
社
会
科
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

ハ
馬
居

政
幸
〉
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1
一
以
下
次
の
よ
う
に
続
く
。

第
一
期
初
等
科
第
て
ニ
学
年

第
二
期
初
等
科
第
三
学
年

第
三
期
初
等
科
第
四
、
五
学
年

第
四
期
高
等
科
第
て
ニ
学
年

右
は
国
民
学
校
の
教
科
書
全
般
に
わ
た
る
編
纂
方
針
で
あ
る
が
、
国
民
科
に
つ
い
て
い

へ
ば
、第
一
期
に
於
て
は
、
特
に
児
童
生
活
に
於
け
る
撲
と
国
語
の
初
歩
的
練
習
と
を
主
と

し
、
日
常
行
潟
に
現
れ
て
来
る
事
象
に
つ
い
て
見
方
、
考
へ
方
、
並
び
に
実
授
を
指
導

し
、
か
つ
想
像
力
を
豊
か
な
ら
し
め
る
や
う
に
つ
と
め
る
。
「
ヨ
イ
コ
ド
モ
」
「
ヨ
ミ
カ

タ
」
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
修

身
・
国
語
の
教
科
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
史
・
地
理
の
萌
芽
を
含
む
も
の
で
あ
る
．
し

か
も
こ
の
期
の
児
童
の
心
情
と
理
会
と
に
即
し
、
全
国
共
通
の
児
童
生
活
に
取
材
す
る
と

と
も
に
、
生
活
暦
に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
見
落
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
期
に
於
て
は
、
生
活
体
験
に
対
す
る
正
し
い
理
会
カ
と
発
表
カ
と
を
伸
張
せ
し

め
、
次
第
に
道
徳
的
理
想
構
成
の
方
向
に
向
か
は
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
児
童
前
期
か
ら
児
童
後
期
に
移
る
過
渡
期
と
し
て
、
特
に
考
慮
し
た
教
科
書
が
編

纂
さ
れ
、
随
っ
て
そ
れ
に
応
じ
た
取
扱
が
老
虐
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
期
に
於
て
は
、
児
童
を
自
覚
的
な
ら
し
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
ゐ
る
。
隠
っ

て
実
践
の
能
力
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
的
判
断
が
十
分
に
行
は
れ
る
や
う
に
輔
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
国
民
科
は
修
身
・
国
語
の
ほ
か
に
、
郷

土
愛
の
念
を
通
養
し
、
郷
土
の
観
察
を
な
さ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
国
史
・

地
理
の
ニ
科
目
を
分
化
せ
し
め
、
そ
れ
に
応
じ
た
教
科
書
を
提
出
す
る
。

第
四
期
に
於
て
は
、
第
三
期
に
至
る
ま
で
の
基
礎
的
な
錬
成
の
上
に
、
東
亜
の
情
勢
並

び
に
世
界
の
動
向
を
知
ら
し
め
て
、
ま
す
ま
す
国
体
の
精
撃
を
明
ら
か
に
し
、
大
国
民
た

る
の
資
質
に
培
ふ
も
の
で
あ
る
。

第
三
編

各
教
科
・
領
域
の
変
遷

社

..c.』
z: 

〔
参
考
文
献
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朝
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『
岩
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史
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岩
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店
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・
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史
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七
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光
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仲
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集
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書
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